
平成２９年度の教育活動等に対する学校評価書  

 
平成３０年６月１０日        

 

学校法人志田学園 認定こども園鈴川幼稚園長  志田直正 

          学校関係者評価委員会長  外山未紀 

 

１ 幼稚園の教育目標みらい 

  健やかなこころとからだ 

  (1) 健やかなからだ・・・・からだの調和的発達 

  (2) 思いやりのこころ・・・・仲間意識・協調心 

  (3) 意欲的なこころ・・・・自主的なこころ 

 

２ 本年度の重点目標 

  (1)  教員の資質の向上と充実を図り、その為の環境づくりに努める 

    (2) 園と家庭の連携、地域に開かれた園を目指し、教育効果の向上に努める 

(3) 恵まれた自然環境を活用した教育の展開に努める 

  （4）小規模幼稚園の特徴を生かして、園児の個性をのばす教育に努める  

 

３ 自己評価結果とそれに対する学校関係者評価 結果 

評価対象 評価項目 

自己評価 学校関係者評価委員会 

評 価 

点 

幼稚園としての反省と改

善策 

評価

点 
意    見 

保育の計

画性・保

育のあり

方及び幼

児への対

応 

・教育の自

己研鑽と

相互のコ

ミュニケ

ーション 

・健康と安

全への配

慮 

・幼児のみ

とりと理

解 

・指導との

関わり 

B 

 

 

「教育要領の理解」を始

め「教育課程の編成」「指

導計画の作成」等は、教育

の現場経験を重ねる中で

理解度が深まる傾向が見

られる。 

小規模な園の特徴を生か

し、教職員全員が園児一

人ひとりの健康状態や発

達、園児同士のかかわり

方に注意を払うと共に、

教員同士も連携しなが

ら、学年を超えて園児全

体に目を向け取り組んで

いる。 

A 

 

教員は、小規模幼稚園の特徴を

生かし、園児一人ひとりの個性

を把握・理解して園児の個性に

応じた教育を行っている。 

ごく自然に展開し、形成される

異年齢間の交流や人間関係を保

育の中で大切にしている。 

幼稚園教育の要である「保育」

（保育計画・保育内容・保育への

対応等）に関しては、様々な意見

が出されたが、全体的に本園の

教育、保育に対する委員は評価、

は、高いといえる。 



おやま教職員相互のコミ

ュニケーションと交流の

機会を持つための環境づ

くりが求められる。 

教師とし

ての資質

や能力・

良識・適

正 

 

 

 

 

・専門家と

しての能

力・良識・

義務 

・まわりを

感じ取れ

る感性ア

ンテナ 

 

 

 

 

  

Ｂ 専門家としての能力等

は、保育経験を重ねるこ

とによって、自己評価は

高まる傾向にある。あわ

せそのための環境づくり

に努めていくことが大切

である。 

まわりを感じ取れる感性

と、特に自然や社会の出

来事、地域のことへの興

味、関心は、幼稚園での経

験を積むことで自己評価

に反映してくる。 

あ園や園児を包む環境へ

の関心を高めるための配

慮と努力が求められる。 

A 

 

幼稚園教員としての資質能力

は、どの委員も、これを高く評価

している。幼稚園の外との関係

に広く目を向けている点につい

ても教員それぞれの経験が評価

されている。また、園児と一緒に

なって体を動かし、園児一人ひ

とりの声に耳を傾け、思いを良

く受け止めている点も評価され

ている。 

これらの点についてさらに向上

させていくための環境づくりに

これからも努めていきたい。 

 

保護者へ

の対応 

 

・情報の発

信と受信 

・協力と支 

援 

・守秘義務

の 順守 

・対応上の

マナー・常

識 

・クレーム

への対処

の仕方 

A 

 

全ての項目について教員

各々の自己評価は高い。 

保護者への対応について

は本園の小規模幼稚園と

しての特徴を教員各自が

十分認識し実践してい

る。これからもこれらの

対応を大切にしていきた

い。 

教員が保護者の要求を吸

い上げ、また、園児一人ひ

とりに関する課題や対策

を共有できる「ひとこと

コーナー」が保護者への

対応に活用されている。 

A 

 

園児を中心に常に保護者と園が

密接な連携を保っている点が本

園の特色として指摘され、これ

を高く評価する委員からの発言

が多く聞かれた。 

園と家庭が一体となって進める

教育は、幼児期の教育には極め

て重要であり、この点をこれか

らも重視し、本園の特色として

一層推進していきたい。 



地域の自

然や社会

との関わ

り 

 

 

 

・地域の自

然や社会

との関わ

り 

・地域開放

や子育て

支援のあ

り方 

B 

 

園全体としては、「地域の

自然や社会との関わり」

はかなり強いと各教員が

自ら評価している。 

事実、地域の公園や海岸、

園内の畑や樹木など自然

環境に恵まれた園の特徴

を教育の現場に積極的に

取り入れて、活用してい

る。また、地域の文化祭や

催し、敬老会やボランテ

ィアへの参加、地元の中

学生との家庭科の授業を

通しての交流等を行って

いる。 

しかし、「地域開放や子育

て支援のあり方」につい

て「教職員全体で話し合

っている」ことについて、

教員の多くは、まだそこ

まで至っていないと認識

している。 

A 

 

本園の恵まれた自然環境を園児

の活動と教育に生かしている点

に委員は強い関心を持ち、この

点に対して高い評価が向けられ

ている。 

園内菜園で収穫した作物を食材

とする「食育」については、高い

関心と評価があった。 

また、園の企画する地域の行事

等への参加も幼児教育の立場か

ら評価する声が多く聞かれた。 

 

 

研修と研

究につい

て 

 

 

 

・専門性に

関する研

修・研究 

・遊具・教材

に関する

研修・研究 

・園内の環

境に関す

る研修・研

究 

・自らを高

めるため

の学習 

B 

 

遊具・教材、園内の環境に

関する研修・研究につい

ての自己評価はかなり高

く、教員各々が常に研鑽

していることが強く感じ

られる。専門性に関する

研修・研究も自己評価も

高い水準にある。 

これをうけて、これから

も研修・研究に対する環

境づくりを進めていきた

い。 

 また、他の分野への研

修・研究についても適切

な環境づくりに励んでい

きたい。 

A 

 

本園の教員がそれぞれに個性を

発揮し、熱心に教育と研修に取

り組んでいる態度に対し、また

園児一人ひとりをよく観察して

教育に当たっている姿勢を委員

の各々は具体的に事例を提示し

ながら高く評価している。 

また、経験豊かな教員から多く

を学びながら教育力を高めてい

く前向きの姿勢にも関心が向け

られた。また小規模幼稚園であ

るがゆえに、数少ない教員同士

は、互いに連携し協力しながら

教育と研鑽に励んでいる態度に

も注目された。 



 

 


